














































Questionnaire Survey on Transitional Support for Children with Difficult Behavior
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ではなく、十分な情報を得ることなく、学級開きを
迎えることも十分あり得る。
Ⅳ　総合考察
　特別支援教育コーディネーター及び１学年担任い
ずれもが、「気になる児童」の支援とその保護者と
の連携の重要性を認識しつつも、幼保との連携や引
き継ぎ体制が十分に構築されていない現状が明らか
になった。一方で、先進的な小学校では、「気にな
る児童」と入学式のリハーサルを行う事例も示され
た。
　本調査を踏まえて、今後に向けての検討課題を以
下の３点にまとめた。
１．「気になる児童」とその保護者の支援の重
要性
　特別支援教育コーディネーター及び１学年担任を
対象としたいずれの調査でも“今後さらに知りたい
こと”の設問への回答の上位二つは「気になる児童
の支援」「気になる児童の保護者の支援」であった。
本調査の主旨として「気になる児童」を挙げていた
ため、回答者にバイアスがかかったことを差し引い
ても、いずれも高い数値を示している。
　学習面での課題に気づかれるのは当然入学後のこ
とであるが、行動面での課題はおそらく保育現場に
も、何らかの気づきはあろう。その情報を適切に共
有することで、入学後のよりよい支援が可能になる
と考える。
２．「気になる児童」の様子を把握する機会の
活用とそのコーディネート
　１学年担任の30％が引き継ぎ情報を得ていないと
いう状況は看過することはできない。幼保・小の交
流会、就学時健診、引き継ぎのための連絡票、幼保
との直接の引き継ぎと主に四つの機会がある。さら
に、本調査の過程で、Ａ市では“小学校学区別・幼
保小懇談会”が年に数回、実施されていることも明
らかになった。
　これらの内容・方法を「気になる児童」の様子の
把握という観点から見直し、それらの情報をコー
ディネートするという意識的な取り組みが求められ
る。さらに、その検討の過程では、特別支援教育
コーディネーターや校内委員会が関与する学校全体
の体制づくりが欠かせないだろう。
３．「気になる幼児」の幼保での様子を実際に
見る
　本調査では、幼保の現場で様子を実際に見る取り
組みがどの程度実施されているかは明らかにできな
かった。しかし、幼保と小学校との連携の一層の充
実を図る観点からは、文書だけではない、直接的な
連携が求められよう。例えば、先に、引き継ぎのた
めの連絡票が届く時期が遅いために、学級編制に活
かされない現状を指摘した。しかし、その届け出の
時期を２月末日とする等の措置を講じることによ
り、その内容によっては小学校側が実際の様子を見
に行くような取り組みは今後さらに検討されてよ
い。
　尚、本研究は、研究テーマ「通常学級における『気
になる児童』の保護者との連携に関する一考察－
幼・保との連携や特別支援教育コーディネーターの
役割に焦点をあてて－」の一貫として行われた。Ａ
市内全ての幼稚園・保育所を対象とした質問紙調査
も実施しており、その結果を踏まえ、総合的な考察
と提言を試みる予定である。
　その研究成果は「平成23年度千葉県長期研修生 
研究報告書－特別支援教育－」（千葉県総合教育セ
ンター）及びその補足資料に掲載予定である。
